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　近畿圏は、京都市・大阪市・堺市・神戸市の大都市や大津市・姫路市・
奈良市・和歌山市等の中核都市が共存する多核型の都市圏です。このよ
うな特徴的な構造を持つ都市圏の活性化に資する総合都市交通体系を
確立するためには、広範囲な地域間の連携が不可欠です。

　このため、京阪神都市圏交通計画協議会※では、人の動きに着目したパー
ソントリップ調査を昭和45年（1970年）に初めて実施し、その後10年ご
とに５回の調査を行い、都市交通政策の検討に活用してきました。

　令和３年（20２1年）には「第６回近畿圏パーソントリップ調査」を実施
し、奈良県では、約8千世帯・約1万6千人の方からご回答（調査票の返
送・インターネットによる回答）をいただきました。　大変多くの方々にご
協力いただき、誠にありがとうございました。

　本書は、第６回近畿圏パーソントリップ調査結果から、主な項目につい
て奈良県を中心に取りまとめたものです。皆様が交通についてお考えに
なる際に、少しでもお役にたてれば幸いです。
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※ 京阪神都市圏交通計画協議会
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：第6回圏域（R3）  第5回圏域（H22）

用語の説明

人がある目的をもって「ある地点」から「ある地点」へ移動する単位
で、移動の目的が変わるごとに１つのトリップと数えます。

１人１人の動きを「トリップ」というのに対し、１つのトリップの出発側
と到着側をそれぞれ「トリップエンド」といいます。

ある地域内に出発地または到着地を持つ人の移動の合計で、「トリッ
プエンド」を集計したものです。

ある地区内に住んでいる人が１日に行うトリップの総数です。

ある地区内に住んでいる人が１日に行う平均のトリップ数です。

鉄道、バス、自動車、二輪(自転車、原付、自動二輪車)、徒歩、その他
(飛行機や船等)があり、１つのトリップの中でいくつかの交通手段を
用いている場合は主な交通手段を代表交通手段としています。
鉄道→バス→自動車→二輪（自転車、原付、自動二輪車）→徒歩の順
で、最も優先順位の高いものとしています。
（例：会社への出勤トリップ及び代表交通手段（この場合は鉄道））

トリップ

対象地域における居住人口です。夜間人口
居住人口のうちある１日に外出した人口です。外出人口

ある１日に外出した人数の全人口（夜間人口）に対する割合です。外出率
ある交通手段のトリップ数の全交通手段のトリップ数に占める割合です。交通手段分担率

トリップエンド

出勤・登校・自由・業務・帰宅に分けられます。自由は買物、食事、レ
クリエーション等の生活関連のトリップ。業務は打合せ・会議、販売・
配達、作業、農作業等の仕事上のトリップです。

トリップの目的

発生集中量

生成量

生成原単位

代表交通手段

1つのトリップ及び代表交通手段の例
このトリップの代表交通手段は鉄道

第6回パーソントリップ調査の概要

7：42 8：36 13：08 13：24

15：3216：0118：5719：4020：1320：19
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その他、ご覧いただく上での
注意事項

●本調査では物の動きにかかわる貨物車や営
業用車（営業貨物車、タクシーなど）の運行に
関する交通は調査の対象外としています。

●各図表の合計値や伸び、構成比の値は四捨五
入のため、内訳数値から算出される値と一致
しない場合があります。
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調査対象圏域に
ついて

第６回近畿圏パーソントリッ
プ調査では、近畿圏全域（２
府４県）を調査対象圏域とし
ています。
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パーソントリップ調査とは
パーソントリップ調査（パーソン＝人、トリップ＝
動き）とは、「いつ」「どこから」「どこまで」「ど
のような人が」「どのような目的で」「どのよう
な交通手段を利用して」移動したのかについて
調査し、人の１日のすべての動きをとらえるも
のです。

調査の対象
調　査　日 ：令和３年９月～11月　

平日・休日各１日
調査対象者 ：近畿圏全域（２府４県）にお住ま

いの５歳以上の方を無作為に
抽出

調 査 手 法 ：郵送配布、Web・郵送回収

第6回調査の特徴
①Web回収を中心とした調査手法の拡大
②スマートフォンを活用したアプリによる
回答手法の導入など、新たな取り組み
を実施しています。また、新型コロナウ
イルス感染症拡大による外出状況の変
化（頻度や移動手段の変化）を捉える補
完調査をあわせて実施しました。
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人の1日の動きの例 調査圏域図
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奈良県圏域内々、
内外、外内トリップ数
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3,211千トリップ/日(100.0%) 
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17%減少

奈良県圏域内々、
内外、外内トリップ数

1,595千トリップ/日(77.5%)

1,884千トリップ/日(74.9%)
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631千トリップ/日(25.1%)

2,059千トリップ/日(100.0%)
2,516千トリップ/日(100.0%)

凡例 令和３年
平成２２年

奈良県圏域

奈良県圏域内々
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●令和3年において、平日の奈良県を出発地
あるいは到着地とするトリップは2,641千
トリップ/日で、そのうち約77％が出発地、
到着地ともに奈良県内となっています。

●令和3年において、奈良県に居住する人の
平日の１日1人あたりのトリップ数（生成原
単位）は1.94トリップ/人日で、平成22年
から減少傾向にあります。

●一方、外出率についても令和3年は72.5％
で、平成22年から約6ポイントの減少がみら
れます。

●奈良県の休日の発生集中量は、平成22年
から令和3年にかけて、17％の減少となっ
ています。

●令和3年において、休日の奈良県を出発地
あるいは到着地とするトリップは2,059千
トリップ/日であり、約78％が出発地、到着
地ともに奈良県内となっています。

●令和3年において、休日の１日1人あたりのト
リップ数（生成原単位）は1.42トリップ/人
日、外出率は50.3％であり、平成22年から
減少しています。

●外出率の減少率は平日よりも大きいです。

奈良県の人の動き（1/2）

図5 休日の発生集中量の推移（平成22年～令和３年）

図3 平日の生成原単位の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査 資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図4 平日の外出率の推移（平成22年～令和３年） 図7 休日の生成原単位の推移（平成22年～令和３年） 図8 休日の外出率の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査 資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図2 平日の奈良県全体の人の動き（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図6 休日の奈良県全体の人の動き（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図1 平日の発生集中量の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

●奈良県の平日の発生集中量は、平成22年
から令和3年にかけて17％の減少がみられ
ます。

平日の総トリップ数と
1日1人あたりトリップ数の推移

１ 休日の総トリップ数と
1日1人あたりトリップ数の推移 
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●令和3年の自動車分担率は51.6％で、平成
22年から3ポイント程度増加する一方、鉄
道、自動二輪・原付、自転車がわずかずつ減
少しています。

●公共交通のトリップ数については、鉄道が
1ポイント程度減少し、バスの分担率は変化が
みられません。

●休日トリップの目的構成は、平成22年から
令和3年にかけて大きな違いはなく、9割以
上を自由目的と帰宅目的で占められます。

●休日トリップの代表交通手段構成をみると、
自動車分担率が増加しており、令和3年で
は約68％となっている一方、公共交通や自
転車の割合が減少しています。

●平日トリップの代表交通手段構成と比較す
ると、平日よりも公共交通の割合が低く、自
動車の割合が高くなっています。

図11 休日トリップの目的構成比の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図12 休日トリップの代表交通手段構成比の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図9 平日トリップの目的構成比の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図10 平日トリップの代表交通手段構成比の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

●平日トリップの目的構成をみると、平成22
年から令和3年にかけて、出勤、登校、帰宅目
的が増加、自由目的と業務目的が減少してい
ます。

平日トリップの目的構成の推移 3 休日トリップの目的構成の推移5

休日トリップの
代表交通手段構成の推移

6平日トリップの
代表交通手段構成の推移 
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奈良県の人の動き（2/2）
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図14 休日の市町村別発生集中量（令和３年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査

地域の人の動き（1/4）

図13 平日の市町村別発生集中量（令和３年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査

●奈良県の平日の発生集中量の分布は、奈良
県北部と奈良県中部に集中しています。
●市町村別では奈良市の発生集中量が全体の
約28％を占めており、次いで橿原市が約
10％で続いています。

平日の地域別のトリップ数1 休日の地域別のトリップ数2

●休日の発生集中量は、ほぼすべての地域で
平日より少ないです。

●発生集中量の分布は平日同様、奈良県北部
と奈良県中部に集中しています。
●平日同様、奈良市の発生集中量が全体の約
28％を占めており、次いで橿原市が約
11％で続いています。
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●休日の発生量・集中量の目的構成は、天理
市・大和郡山市、橿原市他、吉野町他、上北
山村他、曽爾村・御杖村は自由目的（買物、
食事、観光など）の集中量が発生量を5ポイ
ント以上上回っており、他地域からの自由目
的の流入型の地域といえます。

●中ゾーン別の発生量・集中量の目的構成を
みると、大半の地域で出勤目的の発生量が
集中量を上回っており（帰宅目的の集中量
が発生量を上回っており）、ベッドタウン的
な性格を帯びた地域が多いと言えます。特
に、香芝市他、桜井市・宇陀市のエリアでそ
の傾向が顕著になっています。

平日の発生・集中量の目的構成3 休日の発生・集中量の目的構成4

図16 休日の中ゾーン別発生・集中量の目的構成（令和３年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査

図15 平日の中ゾーン別発生・集中量の目的構成（令和３年）

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査

地域の人の動き（2/4）

中ゾーンの区分
市町村
奈良市
生駒市
山添村
大和郡山市
天理市
香芝市
平群町
三郷町
斑鳩町
安堵町
上牧町
王寺町
広陵町
河合町
大和高田市
御所市
葛城市
橿原市
川西町
三宅町
田原本町
高取町
明日香村
大淀町
桜井市
宇陀市
吉野町
下市町
黒滝村
天川村
下北山村
上北山村
川上村
東吉野村
曽爾村
御杖村
五條市
野迫川村
十津川村

中ゾーン

奈良市他

天理市・
大和郡山市

香芝市他

大和高田市他

橿原市他

桜井市・宇陀市

吉野町他

上北山村他

曽爾村・御杖村

五條市
野迫川村・
十津川村

06



単位：千トリップ /日
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12
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6
5
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60
205
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14
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63 63

4

単位：千トリップ /日

注）4千トリップ/日以上の地域間を表示
資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査

図17 平日の大ゾーン間流動（令和３年）

注）4千トリップ/日以上の地域間を表示
資料：第5回近畿圏パーソントリップ調査

図18 平日の大ゾーン間流動（平成22年）

●奈良県の平日の流動は、大ゾーン内々が大
部分を占めています。
●大ゾーン内々以外の流動では、奈良県北部
から県外への流動が特に多いです。
●平成22年からは、大ゾーン内々や大阪府へ
の流動で、特に流動量が減少しています。
●ほとんどの地域間で流動量が減少するな
か、京奈和自動車道の整備された奈良県中
部と奈良県南部間ではやや増加傾向にあり
ます。

平日の地域間流動5

地域の人の動き（3/4）

大ゾーンの区分
市町村
奈良市
生駒市
山添村
大和郡山市
天理市
香芝市
平群町
三郷町
斑鳩町
安堵町
上牧町
王寺町
広陵町
河合町
大和高田市
御所市
葛城市
橿原市
川西町
三宅町
田原本町
高取町
明日香村
大淀町
桜井市
宇陀市
吉野町
下市町
黒滝村
天川村
下北山村
上北山村
川上村
東吉野村
曽爾村
御杖村
五條市
野迫川村
十津川村

大ゾーン

奈良県北部

奈良県中部

奈良県東部

奈良県南部
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単位：千トリップ /日

和
歌
山
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4

6 6

6 7
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44
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131
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17

17
59 59

5

単位：千トリップ /日

注）4千トリップ/日以上の地域間を表示
資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査

図19 休日の大ゾーン間流動（令和３年）

注）4千トリップ/日以上の地域間を表示
資料：第5回近畿圏パーソントリップ調査

図20 休日の大ゾーン間流動（平成22年）

休日の地域間流動6

地域の人の動き（4/4）

大ゾーンの区分
市町村
奈良市
生駒市
山添村
大和郡山市
天理市
香芝市
平群町
三郷町
斑鳩町
安堵町
上牧町
王寺町
広陵町
河合町
大和高田市
御所市
葛城市
橿原市
川西町
三宅町
田原本町
高取町
明日香村
大淀町
桜井市
宇陀市
吉野町
下市町
黒滝村
天川村
下北山村
上北山村
川上村
東吉野村
曽爾村
御杖村
五條市
野迫川村
十津川村

大ゾーン

奈良県北部

奈良県中部

奈良県東部

奈良県南部

●休日の流動でも平日同様、大ゾーン内々が
大部分を占めています。
●ほぼすべての地域間流動で、平日と比べて
流動量が少なくなっています。
●平成22年からは、奈良県北部・中部への流
動や大阪府・京都府への流動で、特に流動
量が減少しています。
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自動二輪・

●自由目的では、令和3年は自動車の割合が
約5ポイント増加し、公共交通の割合が約3
ポイント減少しています。

●業務目的では、令和3年は自動車の割合が
約5ポイント増加し、自動二輪・原付や自転
車の割合はそれぞれ約2ポイント減少してい
ます。

図21 出勤目的における代表交通手段構成比の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

●平日の奈良県の代表交通手段構成を目的別
にみると、出勤目的の半数以上が自動車を
利用し、平成22年から約2ポイント増加して
います。

●登校目的では、令和3年は徒歩の割合が約
5ポイント増加し、鉄道の割合が約4ポイント
減少しています。

目的からみた人の動き

図24 業務目的における代表交通手段構成比の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図23 自由目的における代表交通手段構成比の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

目的別の代表交通手段
構成の推移（平日）

１

図22 登校目的における代表交通手段構成比の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査
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●自転車トリップの推移を性別にみると、平成
22年から令和3年にかけて、自転車利用は
男性で3割弱、女性で3割強の減少がみられ
ます。

●男性の自転車分担率を年齢階層別にみる
と、平成22年から令和3年にかけて、35～
44歳以外のほぼすべての年齢階層で利用
が減少傾向にあります。

●特に、15～19歳と25～29歳、60～69
歳の利用の減少が顕著です。

●女性の自転車分担率を年齢階層別にみる
と、平成22年から令和3年にかけて、男性
よりも大きく減少しています。
●女性の自転車分担率を年齢階層別にみる
と、平成22年から令和3年にかけて、55～
59歳以外のほぼすべの年齢階層で利用が
減少傾向にあります。

●男性に比べて、30歳以上の世代での利用
の減少が目立ちます。

交通手段からみた人の動き

図26 男女別にみた自転車（代表交通手段）の発生集中量の推移（平成22年～令和３年）

図27 年齢階層別にみた自転車（代表交通手段）分担率の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

資料：第６回近畿圏パーソントリップ調査

図25 市町村別の鉄道端末手段構成比（令和３年）

●鉄道駅へ行くため、あるいは鉄道駅から降
りてからの交通手段（鉄道端末手段）の構
成を市町村別にみると、徒歩は、橿原市で8
割を上回るほか、奈良県北部・中部で、7割
を上回る市町が多くなっています。
●バスは、村域を除くと、五條市、宇陀市、安
堵町、上牧町、広陵町、河合町で2割を上
回っています。
●自転車は、天理市、葛城市、斑鳩町、安堵町、
三宅町、上牧町、広陵町で2割を上回ってい
ます。
※天川村、野迫川村、十津川村、上北山村、下
北山村については該当サンプルがないた
め、グラフの作図は割愛しています。

市町村別の鉄道端末手段構成1 自転車利用トリップの推移2
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年齢階層別の夜間人口の推移1

●年齢階層別の平日の外出率をみると、74歳
以下の全年齢階層で、平成22年から令和3
年にかけて外出率が減少しています。 

●75歳以上では5ポイント以上外出率が増加
しています。

●年齢階層別の休日の外出率をみると、ほぼ
すべての年齢階層で、平成22年から令和3
年にかけて外出率が減少しています。 

●55～59歳と75歳以上では外出率が増加
しており、特に75歳以上では5ポイント以上
の増加となっています。

図29 年齢階層別にみた平日の外出率の推移（平成22年～令和３年）

図30 年齢階層別にみた休日の外出率の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図28 性別・年齢階層別にみた夜間人口の推移（平成22年～令和３年）

資料：国勢調査（近畿圏パーソントリップ調査の対象年齢）

●平成22年から令和3年にかけての奈良県
の夜間人口の推移をみると、少子高齢化が
進展しています。
●5歳以上人口に占める高齢者（65歳以上）
の割合は、平成22年から令和3年では8～
9ポイント増加し、男女ともに人口の3割以
上が高齢者になっています。

年齢階層別の外出率の推移2

高齢者および若者の動き（1/4）
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年齢階層別の免許保有率の推移3 年齢階層別の生成原単位の推移4

●年齢階層別の平日の生成原単位をみると、
74歳以下の全年齢階層で減少し、特に20
～24歳で減少が大きくなっています。
●75歳以上では、約0.1トリップ/人日増加し
ています。

●年齢階層別の休日の生成原単位をみると、
ほぼすべての年齢階層で平成22年から令
和3年にかけて減少しています。

●55～59歳と75歳以上では生成原単位が
増加しており、特に75歳以上では0.2ト
リップ/人日の増加となっています。

図32 年齢階層別にみた平日の生成原単位の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

図31 性別・年齢階層別にみた免許保有率の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

●性別・年齢階層別の免許保有率をみると、
平成22年から令和3年にかけて、男性では
55歳以上、女性では40歳以上で保有率が
高くなり、特に女性の免許保有率が大きく
増加しています。
●一方で、自動車利用の割合をみると、平日
で約3ポイント、休日で約4ポイントの利用の
増加がみられます。（P04参照）。

高齢者および若者の動き（2/4）

図33 年齢階層別にみた休日の生成原単位の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査
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図34 性別・年齢階層別にみた平日の代表交通手段構成の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

●性別・年齢階層別の平日トリップにおける代
表交通手段の推移をみると、男性の24歳以
下で徒歩の割合が増加しています。
●また、男女ともに、60歳以上の自動車の割
合が増加しており、特に女性における増加
割合が高くなっています。
●鉄道は、男性の25歳～29歳、35歳～39
歳で大きく減少、女性の25歳～59歳で増
加の傾向がみられます。

高齢者および若者の動き（3/4）
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図35 性別・年齢階層別にみた休日の代表交通手段構成の推移（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

●性別・年齢階層別の休日トリップにおける代
表交通手段の推移をみると、男女ともにほ
ぼすべての年齢階層で自動車の割合が増加
しています。
●特に、5～19歳（学童～生徒）は鉄道の割
合が減少、自動車の割合が大きく増加して
おり、家族での自動車利用の増加がうかが
える結果となっています。

高齢者および若者の動き（4/4）

年齢階層別の
代表交通手段構成の推移

5

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査
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図36 外出に関する困難の有無別にみた外出率（平成22年～令和３年） 図39 外出に関する困難の有無別にみたトリップの代表交通手段構成（平成22年～令和３年）

図40 外出に関する困難の有無別にみた自動車の利用状況（平成22年～令和３年）

図37 外出に関する困難の有無別にみた生成原単位（平成22年～令和３年）

図38 公共交通便利・不便別高齢者の自由目的の生成原単位（平成22年～令和３年）

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

資料：第５～６回近畿圏パーソントリップ調査

移動困難者の外出率と
生成原単位

1

公共交通不便地域の
生成原単位

2

●外出に関する困難の有無別に外出率を比較
すると、外出に関する困難がない人は約
77％であるのに対して、困難がある人は半
数以下の外出率となっています。

移動困難者のトリップにおける
代表交通手段構成

3

●外出に関する困難の有無別に代表交通手段
構成を比較すると外出に関する困難がある
人は、ない人に比べてバス、自動車の割合
が高くなっています。

●鉄道の利用割合については、約10ポイント
の差があり、外出困難者は利用していない
傾向にあります。

●上記の傾向には、平成22年と令和3年で大
きな変化はみられません。

移動困難者の
自家用自動車の利用状況

4

●外出に関する困難の有無別に自動車の利用
状況（運転者の種別）を比較すると、外出に
関する困難がある人は、ない人に比べて家
族やその他（知人）の割合が高く、自分で運
転する割合は3割程度と、困難がない人に
比べて少なくなっています。

●外出に関する困難の有無別に、平日１日1人
あたりのトリップ数（生成原単位）を比較す
ると、外出に関する困難がある人は0.90ト
リップ/人日で、ない人に比べて1.16トリッ
プ/人日少なく（半分以下に）なっています。

●公共交通の不便な地域においては、高齢者
の自由目的の生成原単位が小さい傾向にあ
り、その傾向は平成22年同様、令和3年に
も示されています。

移動困難者の動き
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n=3,461

●ほぼ毎日実施されていた活動（通勤・通学、
食品・日用品の買い物）においては、調査時
点では感染拡大前より活動頻度が低下して
おり、収束後には頻度が上昇するものの、感
染拡大前の頻度には及ばない見込みとなっ
ています。

●宿泊を伴う観光・旅行活動においては、感染
拡大前は「年に数回程度」が5割以上を占め
ていたが、コロナ禍の調査時点では大幅に
減っています。収束後には頻度が調査時点か
ら大きく上昇するものの、感染拡大前の頻度
には及ばない見込みとなっています。

新型コロナウイルス感染症による影響

図41 新型コロナウイルス感染症拡大の影響による外出頻度の変化（日常的な活動）

注）感染拡大前：令和2年1月「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」、
同年3月「世界的大流行（パンデミック）」の宣言以前の通常期
R3.10調査時点:緊急事態宣言がなされておらず、陽性者数が一定程度減少した時期
収束後の見込み：自分の意思で自分の活動等を選択することができる状況　　

資料：第6回近畿圏パーソントリップ調査（新型コロナウイルスの影響に関する補完調査）

図42 新型コロナウイルス感染症拡大の影響による外出頻度の変化（非日常的な活動）

注）感染拡大前：令和2年1月「国際的に懸念される公衆衛生上の緊急事態」、
同年3月「世界的大流行（パンデミック）」の宣言以前の通常期
R3.10調査時点:緊急事態宣言がなされておらず、陽性者数が一定程度減少した時期
収束後の見込み：自分の意思で自分の活動等を選択することができる状況　　

資料：第6回近畿圏パーソントリップ調査（新型コロナウイルスの影響に関する補完調査）
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第６回近畿圏パーソントリップ調査では、新型コロナウイルス感染症に関する補完調査として外出
状況の変化（活動頻度や移動手段の行動の変化）について、奈良県全体で3,461人の方に感染拡
大前と調査時点で活動の種類ごとにどのくらいの頻度で行っているか、また収束後にはどのくら
いの頻度で行うと思うかを調査し、回答をいただきました。なお、収束後の見込みに関しては、回答
者の想定によるものです。

非日常的な活動の頻度2日常的な活動の頻度１



調査票（世帯票）

世帯票 解説表
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個人票（平日） 個人票（休日）

調査票（個人票）
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個人票（補完調査）

調査票（補完調査） 個人票（補完調査）はオンラインのみで実施しているため、調査内容及び画面構成を掲載しています。
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